
地球を笑顔に！(第２６回）

「バイオマス・ファ

今回は、木質系バイオマス資源を活用したファインケ

◆リグニンとは◆リグニンとは

リグニンは、バイオマスの細胞壁を構成している多糖
能している。杉の成分組成の例では、リグニン３４％、セ
木材が構成されている。製紙産業では、木材からリグニ
料とする。

「リグニンlignin」とは 3次元状網目構造「リグニンlignin」とは、3次元状網目構造
（図１．参照）を形成している高分子のフェ
ノール性化合物であり、木質素とも呼ばれ
ているが、多くの形態がある。

リグニンの基本構造を図２．に示す。
バイオマスの種類により、基本構造の状

態が異なる。例えば、針葉樹・シダ類では態が異なる。例えば、針葉樹 シダ類では
②、広葉樹では②と③、稲科（含む竹）では
①と②と③を多く含む。

これらのリグニンは、広範囲の分野で
利用されている。

・加水分解リグニン加水分解リグ ン
…プラスチックス、イオン交換樹脂等

・クラフトリグニン
…プラスチックス（共縮合物）、

界面活性剤等

・その他
…セメント分散剤、粘結剤、

木材工業用耐水性接着剤、
リグニン樹脂発泡体、食品等

①
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ァインケミカルズ
（その４）」

（社）中国地域ニ ビジネス協議会

ミカルズの例をご紹介する。

（社）中国地域ニュービジネス協議会
チーフコーディネーター

竹内善幸

糖類、セルロース、ヘミセルロース等の接着剤として機
セルロース３７％、ヘミセルロース２７％、灰分０．６％で
ニンを溶解させてセルロースを分離・回収して製紙原

図１．リグニン全体の構造例

② ③
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図２．リグニンの基本形態



◆隠岐の島「緑の ンビナ ト◆隠岐の島「緑のコンビナート」
島根県隠岐の島町では、「緑のコンビナート」（図３．

参照）を策定している。

図３．緑のコンビ

図４．隠岐の島町バイ
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参照）構築のためのバイオマスタウン構想図（図４．

ナートイメージ図
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イオマスタウン構想図



この内容は 未利用資源を活用した地産地消型エネこの内容は、未利用資源を活用した地産地消型エネ
るために、木質資源の利活用による里山の活性化、海
活用によるバイオディーゼル燃料製造、食品廃棄物の
里海をセットにしたバイオマスタウン構想は、全国で本

この重点ビジョンでは、里山の未利用資源
を木質バイオマスとして活用することで、里山
再生を目指す（図５ 参照） 林地残材等の再生を目指す（図５．参照）。林地残材等の
未利用資源の活用施設として、木質を化学
処理したリグノフェノール製造プラント、パル
プ材や燃焼チップ材の加工施設などを計画
している。

特に、石油代替商品として期待されている、
リグノフェノールのプラントは 化学処理するリグノフェノールのプラントは、化学処理する
事により、電力源となるメタンガスやエタノール
も利用する事も可能で、他の施設に比べて、
非常に収益性が高く、事業収益の一部を里山
に還元できる仕組みとしている。

また、本計画では、里山の調達限界量（３万m3）
を定めており 持続的に里山保全ができる仕組を定めており、持続的に里山保全ができる仕組
みとしている。尚、島の林産資源の年間成長量
は５万～６万m3であり、この量までは伐採可能な
数値である。

◆リグノフェノール製造事業

■プロセスフローおよび特徴
プロセスの概要を図６．に示す。

木質バイオマスは粉砕された後、木粉搬入サイロか
硫酸、ヘキサン）を添加して化学反応を進行させる。反
に分離する。リグニン層からは、精製槽および濾過装

従来法によるリグニンは、アルカリ蒸解という１８０℃
の過程で変質してしまうため商品化が難しく、これまで

当プロジェクトが目ざすリグノフェノールは、低温・常圧
特性変化が無く、商品化が可能である。これまでのフ
ニュートラルな素材として注目を集めている。
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ネルギ による 「低炭素型の循環型社会」を構築すネルギーによる、「低炭素型の循環型社会」を構築す
海洋資源の利活用による里海の活性化、廃食油の利
の利活用による、生ゴミの燃料製造等を目指す。里山、
本町がはじめての取り組みである。

図５．木質バイオマス利活用プラン

から触媒反応槽に供給され、化学薬品（クレゾール、
反応した液は２層分離槽で、リグニン層と硫酸糖液層

装置を経てリグニン成分を回収する。

℃以上の処理によって取り出されているもので、分離
では廃棄するか、低質の燃料として使用されてきた。

圧下で安定的に取り出されるものであり、リグニンの
ェノール樹脂という高分子分野での新しいカーボン
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■製造規模
製造規模１（Kg/バッチ）の実証プラントを建設し、平成

年まで実証運転を実施した（図７．参照）。
実証プラントの主要機器は 前処理槽 解緩反応器

図６．木質バイオ

実証プラントの主要機器は、前処理槽、解緩反応器
相分離塔、溶剤蒸発缶、溶剤回収蒸留塔、硫酸回収装
（樹脂クロマト塔＆電気透析装置）、メタン発酵槽、廃水
設備から構成されている。運転条件は、蒸発缶および
塔以外はすべて常温、常圧である。

平成２３年度は、製造したリグノフェノールの高品質化
連続化プロセスの設計などを実施し 平成２６年頃か連続化プロセスの設計などを実施し、平成２６年頃か
本格的な事業化を開始する計画である。

今後の事業計画では、１，０００（㌧/年）規模のプラン
を隠岐の島に設置し、同規模の小さな範囲の拠点を全
に設置する計画である。

■リグノフェノールの形体および組成
リグニンにp-クレゾールを化学的に付加させて安定化したリグニンにp クレゾ ルを化学的に付加させて安定化した

もので、リサイクル使用が可能で、低分子量グレード（分子
量１，５００）は半導体部品の接着剤や土木工事用木材の
耐久性向上材に使われる。

最近ではヒートアイランド対策としても脚光を浴びている。
高分子量グレード（分子量３，０００）は物流素材の軽量化を
目ざした開発を進めているが、将来は電気自動車の車体に
採用される条件を満たすための研究を推進中である採用される条件を満たすための研究を推進中である。

実証運転装置で製造したろ過後のリグノフェノールを図８
に示す。
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図８．濾過後の製造リグノフェノール



■技術開発体制■技術開発体制
技術開発は、隠岐の島町の関連部署および以下の

旭有機材工業(株)
（プロジェクト総括）

(株)藤井基礎設
基礎技術開発
実証プラント運（プ ジ クト総括） 実証プラント運
工業化計画

商品開発

■本技術開発への支援
本技術の開発は 技術開発振興機構（文部科学省）本技術の開発は、技術開発振興機構（文部科学省）

ＥＤＯ）（平成１８年度）、バイオマス開発ビジョン（ＮＥＤ
成２１～２５年度）、緑の分権改革推進事業（総務省）
２３年度は地域新成長産業群創出事業（中国経済産業

林野庁からの委託事業（図９．参照）では、東京の旭
等）、隠岐の島町が連携して布施地区に前記実証プラ
舩岡教授の研究成果を活用させていただいている こ舩岡教授の研究成果を活用させていただいている。こ
ルローズやリグニンの活用で、特にリグニンについて
待されている。

図９．林野庁委
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企業が連携して推進中である。

設計事務所

運転
設計会社

プラント建設運転 プラント建設

旭有機材工業(株)（接着剤）

）（平成１７ ２１年度） 新エネルギ 開発ビジョン（Ｎ

Ａ社(強化木)
Ｂ社(物流素材)

）（平成１７～２１年度）、新エネルギー開発ビジョン（Ｎ
ＤＯ）（平成１９年度）、林野庁委託事業（林野庁）（平
（平成２２年度）等の支援を受けて実施してきた。平成
業局）の支援を計画している。

旭有機材工業（株）と協力企業（藤井基礎設計（株）
ラントを建設し、実証運転を行った。これは、三重大学
この事業は５年間の継続事業で 木質成分からのセこの事業は５年間の継続事業で、木質成分からのセ
は、石油ルートから植物ルートへの新素材として期
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委託事業概要



隠岐の島町では 現在試作したリグニンのサンプル隠岐の島町では、現在試作したリグニンのサンプル
だける方は、御連絡をお待ちしています。

隠岐の島町 URL http://www.town.okino

（株）藤井基礎設計事務所 URL  http://www.fujii-kiso.c

著者プ

昭和4

平成1
同年4

■趣味
（広島

経済産業省 中国経済産業局 広報誌
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ル出荷を開始しています 商品化についてご検討いたル出荷を開始しています。商品化についてご検討いた

oshima.shimane.jp

co.jp

プロフィール

48年 三菱重工（株）入社
広島研究所所属

5年 菱明技研（株） 移籍
4月より現職

味 観世流能楽
島市民能楽愛好者連盟観世流理事）

1 Chugoku Bureau of  Economy ,Trade and Industry. 6
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